
安

井

滄

洲

κ

つ

い

て
黒

江

一

郎

安
井
息

軒

の
父
、
滄
洲

は
、
壮
年

の
頃

、

江
戸

の
名
家
古

屋

昔
陽

。
京

都

の
碩
学

皆

川
棋
園

に
学

び
・
の
ち
天
保

二
年
(
一
八
三
一)

三
月
、

藩
校
振

徳
堂

な
る
や

そ

の
総

裁

に
任

ぜ

ら

れ

、
,
同

六
年

閏

七

月

、

六
十
九
才

を
以

て
歿

し
た
。

そ

の
生
涯

は
息

軒

の

冖

太

平
山
表

(
息

軒
遺

稿
巻

之
四
)

に
詳

し

い
。

筆
者

は
先

年
そ

の
未
刊

の
著

「
温

泉
記
」

に

っ
い
て
記

し

(
昭

和

三
十

年
八
月
宮

大

「
教
育

の
研
究

」
第

二
十
三
号
)

さ
ら

に
、

拙
編

著

「
箕
井
氏

湿
行

集
」

(
昭
和

三
十
四
年

八
月
)

の
中

に
、

伺

じ
く
未
刊

の
紀

行

「
断
白

集
」

を
収

め
て
頭

注

を
付

し
た
。

.嘉

ら
を
通

読

す

れ
ば
、

そ

の
性

格

.
学

問
の
糞

を
智

得

る
の
で
あ
る

が
、

.』

.」
に
さ

ら
に
、
籌

が
直
接

探

索
蒐

集

し

匙

た
中

か
ら
未
発
表

の
未
刊

の
資

料
を
補

足

し

て
、

そ
の
人

と
な

り
を
究

明
す

る
こ

と
は
、

と
り
も

な
お
さ

ず
息

軒

の
性

格

・
学

問
㌧
鰍

の
研

究

上

に
も
必
要

な
こ

と
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
o
息

軒

は

こ
の
父

の
風
貌

か
ら
学

間

ま
で
、

そ

の
ま

ま
そ

つ
く

り
受
け

つ
い
で

、

こ
れ
を

大
成

し
た
も

の
と

い
う

べ
き

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
o

・

澹

洲

は
早

く

か
ら
当
時

そ
の
地
方

に
流
行

し
た
俳
諧

を
学

び
、

前
記

の

「
温
泉

記
」

の
外

、
和
文

に
俳

句

と
漢
詩

を
交

え
た
紀

行

が
数

多
く

あ
り
、

現
在

そ
の
出
身

地
清

武
町
安
井
文
庫

内

に
収

め
ら

れ

て
い
る
。

(
但

し

ー

・
7

は
漢

詩

が
な

い
)

t

昼

寝

の

友

寛
政
八
年
四
月

都
於
郡
紀
行

幺

米

良

の

見

塩

享
和
二
年
三
月

米
良
紀
行

畿

尚

自

集

文
化
三
年
秋

江
戸
京
阪
紀
行

生

費

の

秋

文
化
十
三
年
閨
八
月

佐
土
原
紀
行

譲

蜥

闇㎏

・

ホ

馬

計



'
{

,

ρ

炉

産

・

量

辱
～

「

し

宀

跿

δ

雄

-

ノ

'

義

卯

の

花

文
化
十
五
年
四
月

延
岡
紀
行
.
息
軒
同
伴

哉

二

日

酔

文
化
十
三
年
?
六
月

佐
土
原
紀
行

Z

梅

の

香

文
化
十
四
年
四
月

高
浜
香
績
寺

(
月
知
梅
)
紀
行

a

ひ

と

り

旅

文
政
二
年
四
月

高
岡
紀
行

右

の
う

ち
、

「
尚
白
集

」
が
最

も
長
文

の
も

の
で
あ

る
が
、
既

に
前
記

の
如
く

「
安
井

氏
紀

行
集

」

に
収

め
た
の
.で
、

は

「
卯

の
花
」

よ
り
若
于

を
引

用

し

て
お
く
o

こ

こ

に

ζ
と
し
文
化

十

あ
ま
り
五

つ
と
云

ふ
年
。
卯

月
中

の

一
日
。
延

陵

ま

で
の
佳
境

・
騒

人
を
尋

ん

と
二
男

南
陽

を
携
出

る

に
。

雨

の
そ
ぼ

降
け

れ
ば
吻o
晴

て

の
後

の
遊

び
ぞ

い
と
興

あ
る

べ
け

れ
と
o
人

々
と
ど

む
る
袖

な

ふ
り

は
な
し

て
o

 適
の
旅

衣

な

り
古

あ

わ

せ

濾

洲

か
ど

で

卯

の

花

を

ふ

り

顧

る

首

途

が

な

南

陽

加
納

村

を
過

け

る
に
。
賎

の
塚

の
垣

根
道

の
側
所

々

の
卯

の
花

の
咲

る
を
見

て
。

・
!

卯

の

花

や

此

道

の

記

の

書

始

め

経

加

納

村

東

郊

百

里

伴

烟

霞

吟

畔

相

迎

八

九

家

渡

赤

江

漫

漫

赤

水

望

佳

哉

無

限

扁

舟

去

又

来

こ

の

年

、

澹
洲

五
十

二
才
、
息

軒

二
十
才
。

南
腸

は
、

に
到
達

し

た

の
で

あ
る
o

滄

洲

南

陽

.

墻

樹

青

肯

花

尽

落

閣
村

渾

唱

来

茶

歌

槍

洲

北

岸

喬

松

南

岸

柳

緑

陰

深

処
有

童

台

す
な
わ
ち
息
軒

の
当
時
の
号
。
加
納
村
を
経

て
大
淀
川
南
岸

の
赤
江

一
99一

マ
マ

行

々
て
財
光
寺

村

に
到

る
。

こ
の
所

は
久
成
師

莵
裘

の
地

な
れ
ば
。
幽

栖
を

た
た
き

け
る

に
。
履

を

倒

に

し
て
悦
辿

へ
王

ふ
。

庭

の
け
し

き
静

に
し

て
。
着

楓
玉
椿

な

ん

ど
植

た
る
石
台

三
・つ
四

つ
す

ゑ

な
ら

ぺ
た

り
◎
竹

の
簾

、
家

を
繞

り
。
苔

の
径
。
隣

に
通

ひ
。
木

々
の
若
葉

の
軒
端

に

つ
ら

な
る
ま

で
o

真

に
浮
世

の
外

と
そ

お
も

は
れ
け

る
。



茂

る

木

の

世

を

隔

て
た

る
広

哉

麦

秋

に

か

ま

は
ぬ

草

の
庵

哉

次

久

成

師

隠

居

幽

居

古

村

外

煮

茶

時

偶

語同

苔

逕

無

俗

客

放

歌

狂

±

意

留

滞

楽

余

年

撚

枕

或

高

眠

夜

景

入

窓

清

許

酒

故

人

情

四

壁

紅

塵

遠

此

処

宜

招

隠

月

底

収

山

色

閑

適

渾

如

是

漁

洲

滄

洲

滄

洲
南

陽

千
株

緑

樹

連

何

求

洞

裏

天

風

前

足

浪

声

悠

然

不

識

明

財

光
寺

は
日
向

市
富
高

の
南
。
蒐

裘

の
地

は
隠
居

の
地
。

勝

を
倒

に
す

は
、
客

の
来

た

の
を
喜

ん
で
出
迎

え

る
意
、

h
魏

志
」

王
粲

伝

に
見

え
る
故

事
で
あ

る
。

久

成
師

は
、

こ
の
旅
行

に
於

て
も
往
復

二
度
訪
問

し

て
歓
待

を

う
け

て

い
る
が
、

そ

の
経
歴

に

つ
い
て
詳

か

に
す

る

こ
と

が
で

き

な

い
の

は
遺
憾

で
あ

る
。

以

上

に

よ

つ
て
も
知

ら
れ
る

如
く
、

み
な
俳
句

と
漢

詩
が
程

よ
く
融

湘

し

て
、

渾
然

一
体

と
な

つ
て
お
り
、

和
文

俳

句

の

み
の

紀
行

、

ま
た

は
漢
文

漢
詩

の

み
の
紀
行

に

は
味
あ
わ

れ
な

い
独
特

の
風
格

が
感

じ

ら

れ
る
。

一伽一

同

文

庫

に

は
、

右

の
外

、

漢

詩

集

と

し

て
、

12
.

5
.

45
.

難滄詩詩五

洲

助七

詩

1

集稿稿稿絶

古
今
各
体
百
五
十
八
首

五
律
百
六
十
七
首

五
排
九
首

七
律
二
百
七
十
三
首

五
絶
百
首

七
絶
四
百
四
首

噸

1
・
「



ー

ト

引

」
薨

'

制

戸

'

・

4

亡

酔

鰐

唖

ヤ

き

.

右

の
五
冊
が
保
管

さ

れ
て

い
る
。
前
記

の

「
温
泉
記

」

「
尚
自
集

」

の
中

に
あ

る
作

が
重
複

し
、

ま
た
部
分

的

に
、
集

の
中

の

作

に

つ
い
て
、
語
句

の
改

訂

を
加

え

て
あ

る
も

の
が
見

出

さ

れ
る
o

「
難
肋
集
」

は
、
文
化
九
直

杁
亠靠

育

、
限
醫

詠

し
た
も
の
で
、
蠢

旨

序

が
あ
る
。

難

肋

集

序

伝

日

。

詩

者

志

之

所

之

也

。

然

今

之

作

詩

者

。

強

命

題

索

句

。

而

不

問

志

之

所

之

也

。

要

在

闘

才

争

名

耳

。

豊

可

不

謂

違

温

柔

敦

厚

之

教

乎

。

然

而

若

小

子

初

学

夫

詩

老

。

焉

能

得

遽

入

佳

境

乎

。

日

積

数

句

。

月

畳

数

篇

。

遺

次

必

於

是

。

顛

沛

必

於

是

。

而

後

始

可

与

言

詩

已

矣

。

是

故

予

結

吟

社

。

定

会

日

以

研

究

詩

学

。

蓋

有

年

。

今

茲

文

化

九

年

六

月

望

日

。

会

于

真

福

山

。

以

試

一
日

百

詩

。

自

辰

迄

申

則

成

。

然

予

也

累

学

固

才

陋

。

三

携

思

十

更

稿

。

猶

未

能

動

天

地

感

鬼

神

。

而

況

四

時

之

間

。

以

満

百

篇

之

数

乎

。

無

一
可

采

録

者

。

乃

欲

詐

之

者

数

。

.彌

以

一
=
二
子

之
+不

許

。

姑

難

肋

存

焉

。

故

因

名

鷺

難

肋

集

。

右

の
序

に

つ
づ

い
て
百
詩
が

あ
げ

ら
れ

て

い
る
が

、

そ

の

一
、

二
を
示

せ
ば
、

山

,

行

値

雨

山

行

六

七

里

陰

雨

打

林

鳴

伐

木

知

何

処

丁

々

薄

暮

声

山

寺

山

畔

干

年

寺

柴

扉

鎖

白

雲

蕭

条

庭

樹

裏

日

暮

鳥

声

聞

の
如
き

も

の
で
あ

る
。

次

に

「
槍
洲
詩
稿

」

そ

の
他

か
ら
各
体

数
首
を
引

用

し

て
み
よ
う
。

禺

呼乍

イ

ーτ

清

城

有

儒

士

自

為

席

上

珍

十

五

志

于

学

詩

書

日

相

親

三

十

遊

京

国

礼

楽

旁

求

人

今

年

四

十

余

孜

々

希

日

親

一刪呷

籌



以

丈

時

会

友

以

友

爰

輔

仁

唯

困

知

音
幽少

夙

志

未

能

伸

是

故
・
深

逃

世

独

安

陋

巷

貧

荷

耡

耕

隴

畝

持

竿

釣

海

浜

高

歌

斟

美

酒

自

甘

委

灰

塵

清
城

は
郷
里
清

武
。
自
己
の
経
歴

に
托

し

て
平
素

の
所
懐
を
述
べ
た
。
第

六

・
七

句

は
先

に
記

る

し
た

如

く
、

文

化

元
年

(
一八
Q
四
)
三
月
、
三
+
八
歳

の
時
.
江

戸
勤

務

と
な
り
、
滞

京

網
气

公
務

の
余
暇

に
古

屋
昔
陽

の
教

を

受
け
・
帰
塗

京
阪

の

名

勝

旧
蹟

を
探

り
、
皆
川
棋
園

の
門

に
学
ん
だ
こ
と
を

い
う
刀
ち
な
み
に
、
西
村

天
囚
著

「学
界

の
偉

人
」
皆

川
淇
園

の
項
、
受
業
門
人
帖

の
中

に
、

.

文

化

二
年

六
月

朔

日
。
日
向
飫

肥
人

。
安

井
平
右
衛

門

完
宇
子
全

。

二
十
九
才

。

と
見

え
る

が
、

二
十
九
才

は
三
十
九
才

の
誤

り
で
あ

る
。

青

島

神

寓

卓

繭

彩

霞

横

異

草

奇

花

映

浪

清

滴

嶋

春

光

都

不

俗

盤

檀

自

怪

到

蓬

瀛

青

島

を
詠

じ
た
作

が
数
首
散

見

す
る
中

の

一
首
。

承
句

は
広

く
熱
帯

植
物

を
さ

し
、
盤

桓
は
あ
ち

ら

こ
ち
ら
歩

き

廻
わ
る

こ
と

一

な

い
ラ
。

爬

'

一

青

島

見

月

青

島

雲

晴

金

鏡

浮

滄

波

引

影

万

尋

流

団

団

自

似

班

姫

扇

何

羨

峨

眉

半

月

秋

班
姫

は
前
漢

成
帝

の
宮

女
班
縫

好
。
そ

の

「
怨
歌
行

」

の
中

に
、

「
団
団

似
明
月

」

の
句

が
あ

る
。

結
句

は
李
自

の

「
峨

眉
山
月
歌
」

の
起

句

「
蛾

眉
山
月
半

輪
秋
」

を
想
起

せ
し

め
る

も

の
が

あ
る
。

飫

肥

道

中

作

密

爾

凄

凄

六

月

寒

曳

節

遙

上

碧

雲

端

蕭

然

鳥

道

無

佳

興

来

往

只

吟

行

路

難

当

時
漕

武

よ
り
藩

城
飫

肥

へ
の
道

は
、

鏡
洲

-
山
仮

屋

ー
郷

之
原

を
経
由

す
る
険

阻

な
山
道

で
あ

っ
た

。

癸

酉

十

二

月

二

十

四

日

。

辱

教

授

宦

之

命

。

謹

賦

。

奉

命

談

経

伴

水

宮

趨

庭

弟

子

総

豪

雄

腐

儒

元

是

無

才

学

何

及

文

翁

化

蜀

功

匿

ア

ノ～

可



●

縦
鎖
邏
落
琳
爭
諮
、
「

翻

u
凶

女

化

十
年

(
一
八

噌
三
)
十

二
月
、
飫

肥

の
藩

校
振
徳

堂

が
落
成

し
、

漁
洲

は
総
裁
、
息

軒

は
助
教

を
命

ぜ
ら

れ
、

清

武
を
引
揚

げ

て
飫

肥

に
勇

躍
赴

任

し
た

の
で
あ

る
。

洋

水
宮

は
洋

宮

、
諸
侯

の
学
校

。
趨
庭

は
門
下

に
て
教

を
受
け

る
こ
と
。
文

翁

は
前
漢

の
学

者
。
嶽
帝

の
末
、
蜀

の
郡

守

と
な

り
、

数
化

を
禁

び
、
学

校

を
典
し
、

蜀
地

の
文

学
、
斉

魯

に
比
す

る

に
至

つ
た
。

王
維

の
詩

「
送

東
川
李

薯

」

編

詩

に
、

「
文
翁

靉

授

。

不
取

倚
先
賢

。
」

の
句

が
あ

る
。

高

城

覧

古

首

夏

吟

過

古

戦

場

村

翁

対

我

説

興

亡

可

憐

昔

日

金

湯

地

四

顧

蕭

条

麦

隴

黄

…司

巴

八

陣

図

荒

是

一
時

騒

人

弔

古

謾

吟

詩

当

年

勇

士

今

安

在

松

下

空

留

堕

涙

俾

同

(健
児
+
万
)

飛

将

出

師

天

正

年

虎

争

竜

戟

動

山

川

浮

雲

猶

帯

旌

旗

色

日

夜

翩

々

古

塁

辺

こ

の
三
首

は
前

記
の

「
卯

の
花
」

の
中

に
も

収
め
ら

れ

て

い
る
。
括
弧
内

は

一
作

で
あ

る
o

高
城

(
た

か
じ

よ
う
)

は
宮
崎

県

高
鍋

町

の
西
北
約

十

二
粁

。
天
正

六
年

(
一
五
七
八
)

十

一
月
、

大
友

宗
麟

は
、
島

津
嚢
久

・

義

弘

と
こ

こ
で
戦

い
、
戦

破

れ

て
豊
後

に
引

き

あ
げ

た
。

そ
の
古

戦

場

で
あ
る
。

「
堕

涙

碑
」

は
晉

の
羊

砧

の
故
事

と
は
別

の
意

味

で
涙

を

落
さ
し

め
る
碑

o
与

清

武

諸

潜

。

会

明

教

堂

。

分

題

得

間

居

吟

。

八

慶

。

間

唐

非

避

世

衰

齡

此

養

生

窓

前

山

与

水

相

対

日

歓

情

莫

欝

親

友

少

鳧

颶

可

結

盟

莫

言

佳

味

乏

薇

蕨

可

和

羹

高

吟

風

樹

答

散

歩

伴

流

鴬

従

来

真

楽

土

何

必

問

蓬

瀬

明
教
堂

は
文
政

十
年

(
一
八
二
七
)

十
月

、
澹
洲

六
十

一
才

の
時
、

創
立

さ

れ
た
郷

黒
清
武

の
郷
校
。

南

に
雙

石
山
を
望

み
、

浦

武

川

に
臨

む
形

勝

の
地

に
あ

り
、

滄
洲

父
子

の
住
居

は
、

道
路

を
隔

て
て
、

す
ぐ

南
側

に
あ

つ
た
。
息

軒

の
親
友
、
塩

谷
宕
陰

一鵬一



の

「
明

教
堂

記

」

に

よ
つ
て
知

ら
れ

て
い
る
o

謾

成

茅

堂

卜

築

小

溪

漬

十

畝

山

田

隔

世

・紛

天

上

光

陰

如

逝

水

人

闘

富

貴

似

浮

雲

百

年

長

守

詩

書

業

三

代

倶

修

礼

楽

文

自

笑

寰

中

知

己

少

栖

簷

燕

雀

日

同

群

前
作

と
同
様

な

心
境

を
述

べ
た

も

の
で
あ
る
。

病

中

作

三

首

録

{

女

孫

纔

五

才

牀

下

日

遊

娯

向

我

慇

懃

問

何

為

貌

太

癨

女
孫

は
息

軒

の
長
女
須
磨

子

、
五
才

で

あ
る
か
ら

天
保

四
年

(
一
八
三
三
)
、

槍

洲

六
十
七
才
。

こ
の
年
三
月
、

息
軒

は
藩

主
侍
読

と
な

つ
て
江

戸

に
上
り
、
桜

田
邸

に
住
ん

だ
。

こ

の
詩

の
起

句

は
、
唐

の
施
肩
吾

の
幼

女
詞

「
幼
女

纔

六
才
、
未
知

巧
与

拙

、
向
夜
在

堂
前

、
学

人
拝

新
月
」

を
思
わ

し

め
る

も

の
が

あ
る
。

老

病

+

首

録

一

老

病

交

遊

少

無

端

遇

旧

知

欲

話

深

愁

尽

言

長

口

舌

疲

中
年

の
頃

か
ら
神

経
痛

な
ど
に
悩

ま
さ

れ
て

い
た
が
、

天
保

の
初

め
頃
、

中

風

を
患

い
、
同

六
年

の
春

か

ら

は
次

第

に
重
く

な

り
、
閏

七
月

二
十

一
日
、

六
十
九
才

を
以

て
死
去

し
た

こ
と

は
前

記

の
如
く

で
あ

る
。

六
年

に
な

つ
て
か
ら

の
作

で
あ

ろ
う

か
。

一悩呻

「
濾

洲

随

籖

」

は
片

仮

名

交

り

の
平
易

な

和
文

で
あ

る

が

、

そ

の
人

と
な

り

を

推

察

さ

れ

る
も

の
が

多

く

見

ら

れ

る
。

一
、

戎

人

間

テ

日

。

朱

子

ト

徂

徠

ト

ノ
学

風

。

何

レ

カ

ヨ

ロ
シ

キ

ヤ

。

予
答

ヂ

日
。

一
句

一
章

ノ
解

方

ニ

ハ
。

何

レ

モ
是

モ

ア

リ
。

非

モ

ァ

ル

ヘ

シ
。

然

レ

ト

モ
朱

子

ノ
学

ハ
。

性

埋

二
泥

テ
禅

学

二
似

タ
リ

。
徠

翁

ノ
学

ハ
礼

楽

ヲ
解
。

其

外

ノ
事

多

ク
。

古

ニ
カ

ノ

ウ

ト

云

ヘ
キ

カ
。

然

レ
ト

モ
朱

子

学

ノ
弊

ヲ
除

ソ
タ

メ

ニ
。

言
激

切

二
過

タ

ル
所

ア

ル

ヘ
ケ

レ

ト

モ
。

其

置

胤

'



筆

戸

臨

ぺ

、
"

膿

F
.げ
ρ
,

、

↑

'

功

モ
亦

大

ナ
リ

。

近
年

人

々
学

流

ヲ
立

ル

モ

ノ

モ
。

皆
徠

翁

ノ
先

登

二
従

フ

テ

ナ

リ
。

且

徠

翁

ヲ
陽

二
非

ト

ス

ル

モ

ノ

モ
。

陰

二
其

説

ヲ
奪

フ

モ

ノ
多

シ
。

是

徠

翁

ノ
学

力

大

二
人

二
過

タ

ル
所

ア

ル
也

。

一
、

大

学

格

物

致

知

ノ
章

。

朱
子

闕
文

ア

リ

ト
テ

。

コ
レ

ヲ
補

フ
事

甚

タ

分

二
過

タ

リ

ト
云

ヘ

シ
。

ソ

レ
聖

人

ニ
ア

ラ

ス

ン

ハ
。

誰

力
聖

人

ノ
心

ヲ
知

ン

ヤ
。

聖

人

ノ
心

ヲ
知

ス

ソ

バ
。
焉

ソ
聖

人

ノ
書

ヲ
補

フ
事

ヲ
得

ソ
。

タ

ト

ヒ
朱

子
自

ラ
聖

人

ト

ヲ

モ

ヘ
ル

モ
。

人

以

テ
聖

人

ト

セ

ス
。

聖

人

ノ
書

ヲ
補

フ
失

敬

ノ
罪

。

イ

カ

テ

カ
免

カ

ル

ル
事

ヲ
得

ン
。

且

彼

章

闕
文

ニ
ア

ラ

サ

ル

モ
知

カ

タ

シ
。

何

ニ
シ

テ

モ
。

朱
子

ノ
加

筆

ハ
イ

ラ

サ

ル

コ
ト

ナ

リ
。

君

子

ハ
其

知

サ

ル
所

二
於

テ
。

蓋

シ
闕

如

巳
ス
ト

ァ

リ
。

一
、

孟

子

ハ
性

善

ト

云

イ

。

苟

子

ハ
性

悪

ト

云

フ
。

何

レ

モ

崗
偶

ノ
見

ト

イ

ヘ
ト

モ
。

人

ヲ
教

導

セ

ン

タ

メ

ニ
・イ

ヱ
リ

。

孟

子

ハ
人

ノ
性

ハ
善

一一
シ

テ
。
仁

義

礼

智

ノ
四
端

力
四

体

ノ
如

ク

ソ

ナ

ハ
リ

テ

ア

ル

カ

ラ
。

道

ヲ
行

ハ
ネ

ハ
ナ
ラ

ヌ

ト
云

テ
教

一

へ
。

荀

子

ハ
人

ノ
性

ハ
悪

テ
。

悪

在

易

キ

表

フ
。

学

文

ヲ

シ

テ
。

悪

ご

フ
ヌ
ヤ

ウ

ニ
ト
。

学

文

ヲ

ス

ス
メ
教

ヘ
タ

ル

ナ

鵬

リ

。
.シ

カ

レ

ハ
性

ノ
善

悪

ノ
所

ハ
違

ヘ
ト

モ
。

人

ヲ
教

ユ
ル
所

ハ

一
ナ

レ

ハ
。

人

々
道

ヲ
学

ヒ
得

タ

ル
上

一=
ア
ハ
。

性

ノ

.一

善

悪

ハ
次

ノ

コ

ト

一=
ア
。

宋

憾

ノ
論

ノ
如

キ

ハ
無

益

ノ

コ
ト

ナ

リ
。

以

上

の
数

項

に

よ

つ
て
も

知

ら

れ

る
如

く
、

古

屋

昔

陽

・
皆

川
淇

園

な

ど

所

謂

古

注

学

派

の

教

を

う

け

て
、

や

や

も

す

れ

ば
、

程

朱

学

に
反

対

す

る
傾

向

が
強

く
見

ら

れ

る

の
で
あ

る
〇

一
、

椎

本

流

ノ
誹

諧

二
。

清

水

ハ
イ

ツ

モ
ア

レ

ハ
。

清

水

結

フ
ト
云

ネ

ハ
。

季

ニ
ナ
ラ

ス
。

汗

ハ
イ

ッ

モ
出

ル

モ

ノ

ナ

レ

ハ
。

汗

拭

フ
ト

イ

ハ

ネ

ハ
o

季

ニ

ナ
ラ

ス
o

蛤

ハ
イ

ッ

モ
ァ

ル

モ

ノ

ナ

レ

ハ
o

蛉

ニ
シ

ル

ト

イ

ハ
ネ

ハ
o
奉
=
一
ナ
ラ

ス
ト

云

説

ア

リ

。

大

ナ

ル

僻

説

ナ

リ
。

ソ

レ
清
水

ハ
イ

ツ

モ

ア

レ
ト

モ
。

賞

翫

ス

ル

ハ
夏

ナ
リ
。

汗

ハ
イ

ツ

モ
出

レ
ト

モ
。

甚

シ
キ

ハ
夏

ナ

リ

。

蛤

ハ
イ

ツ

ニ
テ

モ
ア

レ
ト

モ
。
盛

ン
ナ

ル

ハ
春

ナ
リ
。

何

レ

モ
其

重

キ
所

ヲ
季

ト

ス

ル

ナ

リ
。

若

椎

本

ノ
説

ノ

コ
ト

ク

ナ
ラ

バ
。

梅

ヤ
桜

モ
木

ハ
イ

ツ

ニ
テ

モ
ア

レ

ハ
。

花

ト

カ
咲

ト

カ
イ

ハ
「ス

シ

テ

ハ
。

季

ニ

ナ
ラ

ジ
ρ

虫

ヤ
鹿

モ

居

ル

コ
ト

ハ
。

イ

ツ

モ

ヲ

レ

ハ
。

鳴

ク

ナ
リ

ト

イ

ぐ

ス

ハ
。
季

ニ
ナ

ラ

ジ

。

万

物

ミ

ナ

シ

カ

リ
。

何

ソ
清

水

・
蛤

ノ

ミ

ナ

ラ

ン
ヤ
。

ソ

レ

三

日

・
五
臼

・
九

日

ハ
毎

月

ア

ン

}

モ
。

三

日

。
五

旧

・
九

日

ト

イ

エ

ハ
。

三
月

・
五

月

。
九
月

ナ

ル

カ



如

シ

o

ソ

ノ

糞

キ

、所

ヲ

以

テ

ナ

リ

o

。

当
時
、
飫
肥
藩
内

禄

禦

流
行

し
て
お
り
、
甕

か
ら
も
雨
桂
羹

豊

・
太
田
治
水

.
均
下
亭
爲
国

な
ど
禽

的

に
も
名

の
知
ら

れ
た
俳
人

が

で

て

い
る
。
巴

国

は
槍
洲

と
親
交

の
あ

つ
た
椎

の
本
派

の
俳

人

で
あ
り
、

そ
の
猶
子

雨
律

の
講

を
入

れ

て
、

追
悼

集

「
あ
き

の
名
残
」

を
編

集

七

て
序

文

を
寄

せ

て

い
る
。

漁

洲

の
作

品

は
前

記

の

薀

泉

網
」

「
尚
白

集

」

に
も
見

ら

れ
、

本
稿

の

「
卯

の
花
」

に
も
引
用

し
だ

が
・

み
な
漢
詩

の
作

品

と
相

ま

つ

て
渾

然
融

和

し

、
独

特

の
風

格

を

醸

成

し

て

い

る
。

こ

の
項

は
、

そ

の
俳

諧

に

つ

い
て

の
見

解

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

一
隔

僧

ハ
樹

下

石

上

ノ
境
界

ニ
テ
。

山

中

ニ

ス

ム

モ

ノ

ナ

レ

ハ
。
古

修

験

者

二
限

ラ

ス
。

諸

僧

皆

山
伏

ト

云

ヘ
リ

。

然

レ

ハ
寺

モ
山

中

二
在

シ

ユ

へ
。

山
号

ア

リ
。

今

ハ
城

市

晶
軒

ヲ

ナ

ラ

ヘ
テ
。

山

号

ヲ

ツ
ケ

タ

ル
.
モ

ヲ

カ

シ
。
衣

服

モ
天

竺
=
一
テ

ハ
。

入

ノ
捨

ヂ

タ
ル
ヲ
拾
イ
洗

イ

ソ

・
キ
。

足
ザ

ル

ハ
。
男
女

ノ
衣
裳

ヲ
ツ
キ
合

セ
テ
服

シ
ヌ
。
今

ノ
袈
裟

ノ
ツ
キ

マ
ゼ

タ
ル
モ
。
ソ

ノ
遺

風

ト

覓

ユ
レ
ト
モ
。
驫

ヲ
以

テ
シ
。
麻
衣

・
臻

ノ
数

ハ
。

;

燕

。
嬖

・
華

ノ
飾

三

美

す

。
其
直

不
徳

ナ
毟

。
金
銀

ヲ
以

テ
宦
位

ユ
ス

・
ミ
。
人

ノ
高
席

二
坐

ス
ル
ヲ
手
柄

患

ヘ
リ
。

ソ
レ
釈
塑

天
竺

ノ
王
子

す

。
司

モ

シ
人

ノ
上

晶
坐

ス

ル

ヲ
手

柄

ト

セ

ハ
。

何

ソ
王

位

ヲ

ス

テ

テ
。

乞

食

ノ
境

界

ユ
居

ラ

ソ
ヤ
。

ソ

ノ
外

食

物

壬
。
人

ノ
残

飯

ヲ
己

力
食

量

二
応

シ

タ

ル

ホ
ト

。

其

日
其

日

モ

ロ
ウ

テ
食

ス

ル
事

ナ

リ
。

故

二
鉢

孟

ヲ
応

量

器

ト
云

ナ

リ

シ
カ

。

ソ

レ

ホ

ド

ニ

ハ
ア

ラ

ス
ト

モ

o
肉

食

セ

ヌ

ホ
ド

ニ

ハ
ア

レ

阻
カ

シ
〇

一
、

天

主

教

ノ
制

禁

ハ
。

甚

タ
宜

シ
キ

事

ナ
リ
。

然

レ
ト

モ
。

夫

ヨ
リ
家

々

ノ
宗

門

定

リ
。

檀

那
寺

概

リ

タ

ル

ユ

へ
。

無

法

ノ

僧

徒

。

檀

家

ノ
米

銭

ヲ
貪

リ
掠

メ

。
奢

ヲ
尽

シ
法

ヲ
破

リ

。
人

ヲ

マ
ト

ハ

シ
世

ヲ
妨

ル
事

。

天

主

教

ニ
モ
劣

ラ

サ

ル

ヘ
シ
。

槍

洲

の
仏

教

嫌

い
は
先

に
拙

稿

「
温
泉

記

に

つ

い

て
」

の
中

に
も

述

べ

た

が

、

こ

の
思

想

は

そ

の
ま

ま
息

軒

に
も

伝

わ

り
、
「
送

釈
交
亮
」
讐

藕

の
中

に
、

「
余
性
不
喜
仏
。

:

…

…

仏
主
治
心
。
亦
聖
道
之

飛

也
。
然
以
見
性
為
成
仏
。
則
靄

治

心
者

。
亦
与
吾

儒
不

同
。

況
其
余
乎

。
後

儒
喜
其

邃
乎

埋

也
o

取
以

解
吾

道
。
遂
有
愈

近
理
而
愈
乱

真

之
説
。
是

特
其
所

見

。

非

鑾
道

之
真
也

。

・
:

:

:

・
」

「
孝

卜
H
争

{

望

"

F
"

;

,㌧
鳳

・

量

、



一

噌

見

三

ー

ー

}

」

唖

「

●
。

湖

,
事

」

ー

噴
、-

r
甥

弄

,

・
.

'

"

壱
」零

ボ
違
4

選

、唄"

・黜・℃∴
澱
酵綬

4
嵐
り

と

述

べ

て

い

る

の

は

、

漁

洲

の

見

解

で

も

あ

つ

た

で

あ

ろ

う

。

け

だ

し

漁

洲

は

よ

き

後

嗣

息

軒

に

よ

つ

て

、

学

問

・
思

想

の

す

べ

て

が

完

成

さ

れ

た

と

い
う

べ

き

で

あ

る

。

薩
藩
宮
内
清
之
進

が

「
妻

井
漁
洲
翁
序
」
飜

斎

の
中
に
、

薦

呼
有
子
如
此
。
翁
豈
禦

禁

耶
。
」
と
述

べ
て

い
る
の

を

引

い
て
、
本
稿

の
縮

ぴ

と
す

る
。

最
後

に
本
稿

を
草
す
る

に
あ
た
り
、
懇

切
な
教
示

を
与

え
ら

れ
た
各
位

に
深

く
謝
意

を
表
す

る
。

(
一
九
六
〇

・
蝉
・
淫

)

{佃一
龝

弾
擁

㍉


